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炉彼 のu匹 日砕朝彫残 身を翔 る全ヨ毎会

磁●Or記 憶・■にJ、コしT現 在J

「大束旺理単に大PIJが金沢lrの石川海tt沖

社に暮立さ11てからFt 4年̀坦IPt大弾撒去の

会は今年も全いのだ動体や仲間に呼びかけ

てさるS月 71に 「第4回全国集会Jを開催

した。

会場となったri川県教育会郎には約 13

0人が多加。十ャ従壊ル員さ11た韓国人がPsる

いt午とその後Jと中して証岳する予定であつ

た鄭張水さん (1 2 0Ⅲ Ⅲよ公Alt)か ピすの 町係で'(1てきないという予期

せめ′ヽすエングがあったものの 急 違 「大束亜草k争は決して壇戦ではない.ま

さJ イ)ない,日神t llで は かの1(方々と呼める わ ぅてはならない‖ミ午行あだj

と,■iイ)(ツi デ (■文は6,歩 Ⅲい を会単に■せて参加吉を激助

集会では 小 Ⅲ ri相増回神fr参作芝意アブア訴松「‖や中国人強制遷行 強制労

働車ll新綱訴1な支援回体からの報告を受けたほか tFt織大碑の線ムと聖戦祭の

中止を求めるデピールを採択して閉会した。なれ 犯 戦大碑の建立首側は翌8

‖に 1第l rJ大Ⅲ軍聖殺知 を開催 中 間お床々行客員長は 「飛々はいずイ1い

なくなるが 止しいltl本の情Ⅲ卜をオヤたちに伝え'1ば 持すたちは日本を守り

このPlをす0 未 遺にこの空Ht客をttけるだろうJと すA拶し 同 氏が主催する

「大茉HP肯4trr4Jの韓■22人 が細介さオ1た
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ITl号引 小泉古相々国苺 アジア好恐田

手務局長  浅 木 技 崎

「寝させよう」とする仕組み

私たちアジアll訟日 (大蔵)の ホームヘージの

タィトルは 「殺さない 殺 さ抑ない 設 させないJ

です 雄 もが殺されたくはないだろうから 職 し

てはならないということですが 戦争というのは

まさにこのHl題であつて 自分だけが 「投さないJ

と注意をすればそlRで薄むというおではありま

せん,当 然 「殺させようJと する【巾[みをは1めさせる必要があるわけですが

その仕親みとして餃兵制や憲法九への改はがあります。モれでも や らされる

ほう つ まり織そうとする聞が雄 や々つている状況であればまだいいが 殺 さ

せられる臣が細告してやる そ してそれとおりにするという気持ちを育てる機

能を持つのがこの大東重理戦大碑であり あ るいは忠理" 狩 国沖社です。

小共古相は ど のような反対があつても首lPに焼にしたら狩国陣社に行くと

言っていました。なぜ行くのかというと 較 没者には辞と敬鷺を持tするために

行くと。これと同じことを 16年 前に言つたの力【中曽捜です。彼は 「米国には

アーリントンがあリ ソ 連にも 他 のどの国にも無名戦士の基であるとか 国

のために閉れた人に対して国民が感謝を捧げる場所があるJと 言い 次 に 「当

然のことである さ もなくして確が国のために命を捧tするかJと 本質をおって

います。

「ありJLう Jどこめ腕 さい」

日本の首相で初めて侵略戦争だと言ったのは 91年 の畑川首相の時です。

この時 日 本遺族会や英重にこたえる会が危犠態を持つていろんな宣伝をしま

した。当時 日 本中の神社に配られた搭があります。お準ちゃんと孫が向かい

合って座つていて 孫 が 「お爺ちやんは昔 戦 争で死んじやったんだつて お

国のために死んだんだって。だから本当ほみんなてお参りしなければいけない

でもね お 国の偉い人がお参りすると様な顔をする人がいるんだ お 婆ちやん

をしそうな顔をしている。ねぇ お 爺ちゃんて悪い人だつたの!Jと より言を

言つている金ですが も のすごく上手だと思います。遺族のお婆ちやんにすれ



1ま 小 来尚“が出分の 1には前と敬■を14げてく31ることによって 牛 教lrlに

はめら'1 な されるわ■てすが こ '1を 子ヽにやるとこうなります 末 統にこ

たえる会がを経新陣に )ⅢⅢ広卜をは,しました  |]木 ほ侵rf田てはぁりません

英常は捜略職■のりnⅢ Ⅲで1まありませんす。これをやさしく言うと 「ねぇ お 爺

ちゃんてヽい人なの!十であり 小 朴よしの●の 「じっちゃんをいじめるな !J

というフレーズになります

化を約律させら寸【ち'叫と 機 得させる側かあり さ せる側の1にいけとしてあ

るのが 「ありかとう (|!1ヽ西1)Jです.対 lllli卜を救える戦前の教科 i:はヽ 切 「ロ

のために死んだ 人!■ にたが 遊 1か ら 「lllのために尽くした 人とに変わりま

した 「Ⅲlのたも ■1 し た1と i千モば 「ヤ派なこと/rしたJ「 ありがとう!

ということになO i卜 のせい」で 中 宅作のせい」で屯んだという意Ⅲよが先↑

に14ヤ すⅢよⅢ 十 IP,ぃ となら |【“を″キじたのは祉!Fl年に,っ なつて(ヽ

ったのはじセヤと を ↓ⅢⅢ卜に,Jがル〕き Lnlのせ`て 先んだのだから田に調野し

て欲しい 「ごめたなさ( と ヤって砿しいと(う ことになる と ころが 「ご

めんなさいJの 代わ に 生めてもらつて お さイlている

お母さんがアとやサをⅢヒるけに 「ごめんなさいJと セットで使う言葉が 「ごめ

んなさい も うしませオ|て あるのに対し 「ありがとうJと セットにされるの

は 「ありがとう ,tI上 十,よろしくJで す.や 曹梗や小泉が訂う 「感謝を鮮げ

る。それなくして「1サ ,に よらしく戦争に行つてくれるかJで すが 通 族はこ

の 「あリカtとう1と 「iち んなさtJを 混同するように出来ています。「お爺ち

ゃんは悪い人,Jlお Hl・らゃんは立派だったときってあげたいJと いう気持ちは

十ケに理解できますか こ れだけだと 「お前もお爺さんを見習ってイラクに行

|十Jと いうことになるわけでして 通 族の皆さんには是非ここを越えて依しい

と思います

死んてからのを閉

析田神r「は戦争で叱んだすべての人を予Bっているわけではありません 竺 田

で死んだ A ヤヒ“iナて(ltて化んた人は せヽらオ1ていません 「戦有没古迪族等緩

によ|li■Ⅲいて,V′仁れか kヽi女をとして水めた人だけがれられています 最 も

せ‖ぢれのは刊組の氏隣人の妊哲です。ガマ (壕)の 中でまさに日本子によって

段さ↓た人 イ マから追い的されて死んだ人 あ る|■よ作戦上 「自決Jと いつ

ています“t集 団強制rtさせら41た人々は 国 のために尽くして宅んだわけで

はな(の で埼日に祀られることはない。沖縄では 塚 人軍属だけでなく準軍属

として道技年金をもらっている人がいますが 自 分で報告書を書かなければな

らない。「"マ から造い出さ41たのではない 積塩的に陣地を提供したのだ」と。

つまり ヽ上争に協力したと書かないと準営属とは避められないということで



極めて中劣なやリオだとキわなけオ1ばなりません.

遺辰に連族年金をもらってはいけないと■えませんが 'の ;tり'的な柿横は

「附は ,で はなく 「賊堤」であることをちモなければならないと思いますし

そんな意'(でも |こめんなさい」と iあⅢかとうJで は 11く避うことを印1らか

にする必要があると杷Hよ考えています

「ありがとう」崎を需確する必要性

llたちの批仙は 小 泉首相が斯中HⅢⅢⅢLに参れしたの'まit数のF Hlと政数分離

に述サイしているというものですから 駈 判所が 「女数分離に違伐してtる Jと

rえ ば末勝和なわけですが た は こ の新訟は反単k訴松であい は 年を1'める

41訟であり 社 させないためのPIとです。だから 的 分は枠速ではないからす“

川柿社に杷ら' るヽのは蝶だけど lLの  申 分の,1数でなら怜わないというもの

てはあいません。確かに と '1まて71H卜における政数分離舟社はこのような

|li“Ⅲr rをテヨにして問■てきませたが 私 たちの訴止はそういうものてほ

なくて 1殺 とな|ヽ 機させない|たいの開いなのです

娘にに 大 末弔型Ft大印にお〔てldt断ヤⅢ費“した側がいつこうに恥じようとし

ないのは 「ありがとうと|十ってあけているのに い つたいⅢIの文句があるのかJ

とぃぅことで ま す こ のちえrv irち閣さなけ'1ば 大 末取輩戦人碑を側すこ

とは離しいのではないかとはいます

中国人強何逮行 強 ロカお新潟岳酸支との会

手務局次長   片 相  元

現在 新 潟では位重問題をきっかけに排外主義

が高まっており 殺 時中の強制達行は全く取り上

げられすに70年 代の連行の事ばかり言い立てて

いますが 具 体的な史実を突きつけていくことが

大事なことだと私は考えています。

新鴻の中国人強制遷行裁ヤJでは 原 告 12人 の

うち莱Bす ることが可能な8人 に証人として出廷

してもらった関係で大変お金がかかりましたが

有意義な証言が出たことなどもあつて 結 鞭て8 800万 円にのにる晴僚登

を国と企業に命じる画期的な判決を勝ち取ることができました



9911の 段階ては fIP Ⅲ l人によるF 表ヽ訴赴という移式で幾llLl“を進める

キ定でしたが 原 ■は'い ほうが良いだろうというオ韓mの 意見もあって :ち

中して率rr Iと会ぃ 、 人を追加しました。また 91地期査を進めたところ

生“しい証1子をしていただける方3“ とお会いすることができ セ、たちのA rHI

に加わっていただくことになりました。

公11では ひ どい食"の こと よ く||でtられたこと ケ rJをしてもまった

く治張をしてもら汽なかったこと さ らに ,01人 が遵ヤ,され う ち 159

人が亡くなったことなどが経古として出さⅢl llにノミが大よに発生する結合

にl■し込まオl Fiitl,iうえず 新 蕩の冬の厳しい寒さに高!そながらどうにか

生き4tびたことに対して 披 !子の打滴迭だ (境 'シ ヨーコーホレーショ,)

は1チとんど反論することができませんてした

‖に の )tiaは ‖fr llのオtSt!か「駅+1にえらなかつたというが 中 l・lの映

地の人は四‖に人ヽ|‖!iが無いのではないかJと い'いただしたことですが 主

別的な発キで付HuJヽ十i li苺したら 'そ んなつt)'てはなかったすと釈明する

有犠でした

ところで 争 卜Jの1lfにはり働言母での 「安全氏筋避及Jを 企雄だけでなく国

にも「8めたこと さ うに 十11幼Jに ついても 原 告がlllⅢⅢ8慣請求権を作F使す

ることが事実上不可市ヒであつたとしてこれを遂めす 「tlg家無寄kJ(lIは 明治

憲法下の技各臨憤Ⅲllをし1わない)も 相当性を欠くとして否定するという本当

にほ期的なものでしたか Ⅲ子と1イっても 「現均検正jを やつたことが大きかつ

たと私たちは考えています 断 ',港選は全国でもめすらしい私有の印頭をttっ

ている会社ですが 'も ●0年前とまったく変わらないところがいくつかあり

ます。そこへ裁判宮十マ スコミを連れ出して 証 人に具体的な証言をさせたわ

けですが そ の扇場はあiね ら証言が実に効果的であつたと思います。

今leDの|1波を下ほとした 1と企業が■証したため 10月 20日 から東京高

幾でF訴 とが'iまります ,に ttいてのこ支援をお願いします



は下trお 現訳 チョン・ギヨンたな″私たちの身をに,せ たメフセージのと文です。
一揮口みづらいお'も あり球すか、ほ女の球球揺tしましたので是弁ご―確下をい。

車 きなHttt君

この眼私はlt rいことを見ている。「1'|より返させ1るというが 日 t rlそ

のキの亡伊が1,きjよって戦争を起こすのてはないかと針itす る. ど/tなに対lll

神 と々の珍年をするなと中国や需!Hかマスコミて禅付しても あ る‖ひょつこり

4 来ヽ日本市“1は羽飾 rの謹llKなムでそこに明オ1る。tの 中でいくら十Ⅲ「とキおう

と 1私は行く」こltだ。

さらに ,本は毅ltモのいやらしいlt“|はま,び らご範と越とにその7 rr‖Fでセ十

的いを陀 (な十草て武器 軍 増 中t出枚i+術 するかと忠う瞬‖町 イ ■!!rL

の)111を機に!1兵の段時にまで及んた Ⅲ【たそのま任を出わオi軍t把として処pi

された'「人の有を慰める。それに'Hl‖ !スとt,なれば “ 回主義の“]帰といく

ら向で行定してもrtがそオ1をlFじるのか モ オ‖よ吐である 今 日 常 様がご比

のように 「人京張聖戦大碑J,(Hの 向1に蛍iて います

私もこの市tに立って開いた11が門しらイないです 2千 万名の死ヤと4Pえき

れない多くの技害を残したその機年からFFlyされてRtに69年 が統オ1た↑ こ

れ何のうわごとですか。大東電は何核 聖 較は何ですか。英HEを飲もうとした

あげく共敗したからその次は世界なのか 10歎 ltの支邪末氏が来だその悪夢

からきめず 35年 の植民地からその恨みまだ消えやらぬ今 そ してその他の

多くの東亜の国々と多くの民族がそのむごい仕打ちを忘れていない今更 聖 戦

云々とはとにかくFrですか 私 の生産にその半A3をまた聞こうとはすにも思わ

なかった。

私は確が何と言おうと日本を最も深く理解する だヽ。小学 中 学を故打で日

本覇で勉強したのは勿論 こ の確り官山で高法3年  東 京大学で2年■ そ れ

に朝鮮人学生であった。なぜ戦争に出さないかの叫ぴ ヤ lt特別志願兵にとら

れて 1年半余の支コF戦線従軍 私 は8帝 に関する限リブロだ そ れでなくても

この頃韓国ては親日派云々の声が出ている 私 は告日 知 日それ故に親日か

さて 私 の事はこイヽまでにして日本の皆帳はどうか お びただしいかけ声に

ヤ|う"1たおか'■で 50,人 の無事な人がrl「を失った 原 爆で20万 余の強4f



を出|した 多 くのエ リー ト牛従が 電ヽ場で無なの死をとげた 大 半f子のもくすと

なった 人脚曝算て神虹の名うもとに的性の特攻 そ れに策,卜の標押治水婚  ,

も 1小 半徒兵の柴い わ だつ■のパil会 のうめきは,1ですか。

欧 出です。 こうす もんじゃないのです い 本の 'の あ り方を,とて何も知らな
い中町4‖1代として せⅢ 30代 の Fl木の 持キのヤ和室好を輌うその約 呉な顔を

1!1,子かべろPiに Ⅲ 〔年‖t代との と,な 」FJlを 性ます。政治はキに変わるもの

です。右ⅢきでもⅢⅢさてもそれはHⅢには■わらものです。人の考え方もそオ1
こそ巾山です。しか1 打 t(,こ交わってならないいは人類の平和1です。こオ1か
らの日本にfIは哄イ"ヤ|十占" た として次のことだけはあってはならないとあ
えて忠Ⅲします

1 大 東亜戦争は決して望職ではをい。少なくとも東所革を受8す るための0暗 確,
である。東重0菫 主を狙いtBの島張を8け るあつてはならない■●行おである。こ
れを票イししたり あつたことをないことに招とするのはまた一つの■,行 おである。

2少 とくとも申田田題に対して日本はなとにその■にから遺れることがで3とい。今
のB日 は00年 間の永い問分断墳8で ある。日寄不可侵をこ切りわすか6日コの
騒手介入で分麟日となつた。そのほBは ,くまで日本ガ貴わおぼとらとい.露々は
の実ものもとに手人慰安颯におけ主てた中田安性への反人色行おい永して辞され
ない。ネとにつくなうへ書曇大な田日である。

3像 晴8争 いどんとに意樽なものか日本のお,4自 曽"畳 書しい.■により=を 実
山●コいやめてほしい。今 ここにおてられた中石は大●●いたすらた。′ウ ォーヤン
スとしてはあまりにも描作た。あつていをうない事は,るべく早くなかつた手にするの
が置上の策である。廷分拘何はここにめ8し た督続 回ち日本の知性に任せ球す。

を( 1 (  1 年8 丹

1 会長 期  瑛 永▲
〓
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*時 中の第3 LHl全国集会政lIの主な動きを紹介させていただきます。

2o03年  8月  6B  百 JいR町 る可申し入れ・資を

I12置許可に関するガイドラインの作成や歴史認識

字習の破化など4項 日について高度中し人キ1を実施。

唯― 「年llにガイトライ)を 策定するJと をえた

ことを臨けば官14答弁の技を出す 匿 史認識とす可

手続きに重大な緑りがあったことに対する反省は今

F‖も示さ'iなかった。(ちなみFi 年 内策定を和末

したガイトラインはいまだに策定中とのこと)

9月 26ロ  モ Rテ レビのクルーが来環し 中国打慮氏にイン

タピユーを強

金沢市内にある大k嘔 青年勢にてインタピューを

試みるも 及 方の主張は全くかみ合わす。「先tr蚊午

はⅢ旧を解放したまぎオ1もない聖載であり Ⅲ ‖え

はもっと日本に感謙すべきだJと の中酎発十に女↓し

て さ すがのクルーもあき11顔で早々に退席した

2004年  3■ 26H  ttBEH・ 宝注田t8■

人陣に無断剖銘されている朝鮮人特攻はの上ち【舞

しと昨年の全国集会に多加していただいた→熙子氏

との高会 協 力嬰詩を日的として訪確m2名 を派遣

卓庚弦のlt兄味である卓貞瑳lrとの面会が史現し

同氏は 「六弾の存tEほもちろん そ こに刻銘されて

いるという事実をはじめて知った く無断潟銘に対し

て)〕t離することまては考えていないが 私 たち遣

験が同意したものでないことを明らかにすることは

やぷさかではないJと 述べる

う州15日   ● まのと'4口 告会を日は

今後の運動のあり, 方 FHi社についてフけ一言1議。

FH彊の所任を伯広く県会森駅に十Jfえ 逆 推できる

ような翠動が必要との【見が出さ' たヽほか :1に 蛇

える形で梅集軸を11ることが必要.公 として独自の

モニュメシトづくりなどを検討してみればどうかと

いつた意見も出された。

夫東憂菫科大碑Jをめぐる主な出を


